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モモシンクイガは,幼虫がリンゴ果実の内部に食入し

て被害をもたらす, リンゴ栽培におけるもっとも重要な

害虫の一つである。しかし,多くの労力が必要な袋かけ

による物理的な産卵阻止技術に代わって,合成殺虫剤に

よる殺卵およびふ化幼虫の食入防止技術が開発されると,

重要害虫としての認識が次第に薄れていった。その後,

殺虫剤散布回数の肖」減を目的として開発が進められてき

た複合交信かく乱剤を利用した防除技術 (交信かく乱法)

が,食品の安全性に対する消費者の関心の高まりに押さ

れて各地のリンゴ産地で導入されるようになると,モモ

シンクイガによる被害が再び問題となるようになった。

交信かく乱法は,交尾に利用される性フェロモンをリ

ンゴ園に充満させることによって,モモシンクイガを含

む主要チョウロ害虫 (ガ類)数種の交尾を阻害して,個体

群を徐々に衰退させる技術である。そのため,直接的な

殺虫効果はない。確率的にわずかな個体の交尾が成立す

るので,被害が発生する場合もある。また,多様な周辺

環境に囲まれているわが国のリンゴ園の場合,周辺環境

からの既交尾雌の侵入による被害を完全に回避すること

はできない。食葉性害虫による被害はある程度無視でき

るが,果実を直接加害するモモシンクイガの場合にはわ

ずかな被害も許されない。そのため,モモシンクイガに

対する交信かく乱法の防除効果は不十分と判断されてお

り ",被害を回避するため殺虫剤散布による補完防除が

不可欠となっている。

交信かく乱法を持続的に普及させるためには,「殺虫剤

削減を目的に導入された交信かく乱法に殺虫剤散布が不

可欠」,と いう大きな矛盾を解決しなければならない。そ

の第一歩として,我々はモモシンクイガの被害形成過程

を解明している。現在までに明らかになっているモモシ

ンクイガの生態は,主に果実の外での現象であり,果実

内部の生態はほとんど解明されていない。近年,韓国個

体群のモモシンクイガ幼虫が肥大成長期のリンゴとモモ

の果実内において,発育途中で死亡することが報告され

た い。そこで,わが国の個体群も果実内部で幼虫が死亡

するか確認した。

2試 験 方 法

(1)供試個体群

青森県農林総合研究センターリんご試験場 (青森県黒石

市)において 30年以上室内で累代飼育されている系統

(り んご試系統)を供試した。本系統は,6月 下旬頃に収

穫されるリンゴ(`ふじ')の幼果 (直径約 5cm)を幼虫の

餌として,ラ ット用床敷きを終齢幼虫の蛹化基質として

食器乾燥カゴ(44cm x 36cm x16cml内 で飼育した。なお,

産下卵の食入率および食入個体の脱出率は 90%以上であ

った。

(2)供試リンゴ果実

果樹研究所リンゴ研究部 (岩手県盛岡市)内の試験圃場

内の, `ふじ'(ミ ツパ台,44年生)を主体とする区画

(60a)に複合交信かく乱剤を設置して殺虫剤を無散布と

した試験区を設置し,その中の 3樹の果実を供試した。

本試験区は,害虫管理を除いて慣行栽培と同様に管理し

た。

(3)果実へのモモシンクイガ成虫の放飼と被害の調査

試験区内の 3樹に,果実を包むようにプラスチック網

袋〈タマネギネット,20cmx30cmlを 設置し,その中に,

羽化後雌雄混合で 2-3日 飼育した成虫 2組を放飼した。

放飼は,2004年 7月 27日 ,8月 H日 ,8月 25日 ,9月

9日 および 9月 15日 に,それぞれ 20果に放飼した。3日

間産卵を観察して,成虫を除去した。その後,ふ化幼虫

の食入を観察し,収穫時 (11月 5日 )に被害を以下のよう

に区別した。すなわち,果皮および果実内部に連続した

lcm以上の食入痕跡がある果実を被害果とし,その中で,

終齢幼虫が脱出した果実を脱出果とした。

3 試験結果および考察

試験結果を表 1に示す。放飼期間中に降雨があつた場

合に成虫が 3日間生存し続けなかつたが,プラステック

網袋内の果実には 3日 間で合計 5-51卵が産下された。

放飼した 2雌による平均産卵数は,233卵 (7月 27日 ),

189卵 (8月 11日 ),335卵 (8月 25日 ),138卵 (9月

-149-



東 北 農 業 研 究 第 58号 (2005)

1 モモシンクイガ

日

8月 11日

8月 25日

9月 9日

233± 26

189± 29

335430
138± 1 7

177± 1 6

6 3± 0 9

32± 05

131二L22

30± 04
56ニヒ05

虫の による果 への産 および被害

食入

11

5

17

7

6

5

3

2

2

1

％

　

％

　

％

　

％

　

％

7月 27日

1:供試した20果における果実あたり産卵数(平均±標準誤差)

2供試した20果における果実あたり食入数(平均±標準誤差)

a供試した20果における被害果の害」合
4被害果における幼虫が脱出した果実の割合

9日 ),177卵 (9月 15日 )で あつた。

すべての果実で幼虫の食入が確認されたが,産卵数に

比べて食入数は少なかった。一部の果実を観察したとこ

ろ,未ふ化JPが多数残つていた。これは,未交尾雌が産

下した卵が混在していた,プラスチック網袋という環境

条件がモモシンクイガ卵のふ化率を低下させた,な どが

原因として考えられるが,本試験では原因を特定できな

かった。

本試験では,食入した幼虫が果皮表面を浅く潜行した

場合に被害果となり,果皮表面に潜行痕がない被害果は

なかった。被害果数は 5-17果の範囲で,幼虫の食入数

が多いと被害果になる確率が高い傾向が観察された。幼

虫が多数食入した果実(8月 25日放飼区)は ,他にくらべ

て果実が小さめであった。これは,複数の幼虫が果実に

食入すると果実の肥大が抑制される可能性を示唆する。

被害果のうち,収穫時において果実内部に幼虫が生存

することはなく,終齢幼虫まで発育した幼虫は果実から

脱出していた。脱出口数は果実あたり1個で,各放飼区

において 1-5果の脱出口が確認され,被害果における脱

出果の割合は,12%-60%であつた。同一の脱出日から複

数の幼虫が脱出した可能性は否定できないものの,1頭
の幼虫のみが脱出したと仮定すると,食入した幼虫数に

対する脱出した幼虫の割合は各放飼区において 1%-5%の

範囲となり, リンゴ果実内部における幼虫の死亡率は平

均 97%と なる。

本試験では,わが国の個体群においてもリンゴ果実内

部で幼虫の死亡率が高いことを明らかにした。しかし,

死亡の原因は明らかとならなかった。6月 下旬頃に収穫

されるリンゴ果実を餌として,室内で累代飼育している

ことから, リンゴ果実内部に蓄積された物質が幼虫死亡

に係わっているとは考えにくい。むしろ,果実肥大に伴

う圧迫などの物理的な要因が死亡に大きく関与している

可能性が考えられる。死亡要因を特定するためには,幼

虫の果実内部での分布や移動経路など,幼虫の行動を解

明するだけでなく,異なる品種における発育経過を観察

する必要がある。

一方で,慣行栽培リンゴ園において観察される,果実

肥大期の被害および幼虫脱出は,本試験結果では説明し

にくい。高い死亡要因の特定と平行して,本試験結果で

野外現象をpll明するための補足データの収集,特に,本

試験結果で示唆された食入幼虫数と果実肥大の関係を解

析することは重要課題であると考えられた。

なお,本試験は,農林水産高度化事業の「リンゴ生産

の省農薬化のための虫害果の非破壊選果技術の開発 (課

題番号 1649)Jの一部として実施した。

4 ま と め

リンゴ果実内部におけるモモシンクイガの発育生態を

知るため, さまざまな時期に果実に食入した幼虫の発育

率を調査した 幼虫は途中まで発育して被害果を形成す
るが,老熟幼虫まで発育して果実から脱出する個体の割

合は概して低かった。
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